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概要 ：

EM3870B 　TGS3870 評価用モジュール

　EM3870B は、 メタン ・ 一酸化炭素検知用ガスセンサ TGS3870 の特性

評価をより簡単に行うことができる評価用モジュールです。 TGS3870 は、

High、 Low の異なるヒーター電圧を周期的に印加することにより、 １つのセ

ンサでメタンと一酸化炭素の両方のガスを検知することができます。

　本評価モジュール EM3870B を使用することで、 センサから間欠的にサ

ンプリングした応答信号を連続的な電圧信号に変換して出力します。

構造及び寸法 ：
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Unit : mm

ピンＮｏ． 記号 名称 仕様

１ VIN 電源入力 DC 4.9 ～ 5.1V

２ VOUT1 センサ出力 (CH4) VRL1

３ VOUT2 センサ出力 (CO) VRL2

４ NC 無接続

５ GND 接地

* CN1 のピン配置は以下の通りです。
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回路図 ：

5Pin コネクタ

JST:MB5P-90S

* センサ (TGS3870) は左記のセンサソケットに装着

 して使用します。

* 5Pin コネクタ (JST:MB5P-90S) に嵌合するソケット

　　JST:XHP-5P、05JQ-BT

！ センサのピン先端は尖っています。指などに

ケガをしないように取り扱いにはご注意ください。

単位 ： ｍｍ

センサソケット
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本資料の内容や製品仕様は、 性能向上のため予告なしに変更することがあります。
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VOUT 測定値からセンサ抵抗値への換算 ：

駆動条件 ：

注意事項 ：

0.9V

VH

15sec

CH4 検知ポイント

0.2V

1 cycle(=20sec)
5sec 5sec

CO 検知ポイント

VIN – VOUT 

VIN  – VOUT1

VIN  – VOUT2

VOUT 

VOUT1

VOUT2

RS(kΩ) =

RS(kΩ) =

RS(kΩ) =CO 検出側 : 

CH4 検出側 : 

X RL

X RL1 (CH4)

X RL2 (CO)

  RL1 (CH4) 1.0 kΩ 
  RL2 (CO)  10 kΩ 

  各センサ出力 VOUT1 および VOUT2 は、 コネクタ CN1 の 2-5 ピン間 （VOUT1） および 3-5 ピン間 （VOUT2） の電圧を

測定することで読み取ることができます。 （ピン配置表をご参照）　VOUT 値は 20 秒毎に更新されます。

センサの抵抗値 （Rs） は、 VOUT1 や VOUT2 の測定値を用いて以下の式により算出されます。

（注１）本モジュールは TGS3870 の評価用です。 他の用途にご使用にならないでください。

（注２）入力電圧はセンサ特性に影響を及ぼしますので正確に印加してください。

　　 　　また、 過電圧や逆電圧を印加されますと故障の原因となります。

（注３）VR1 や VR2 の可変抵抗には触れないでください。

　　 　　これらの部品はガスセンサが所定の駆動条件で動作するように調整されていますので、 変更されるとセンサが破

　　　　 損する恐れがあります。

（注４）CN1 に接続する外部インピーダンス

 　　　   測定データの読取精度を確保するため、CN1 の２番ピン・３番ピンに接続する外部機器の入力インピーダンスは、

　　　　　1M Ω以上として下さい。


